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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
MRIによる拡散強調画像から得 られる見かけの拡散係数 (apparentdi乱sion
coefficient:ADC)が近年腫癌診断で用いられているO腫嬢組織におけるADC値の低
下は生体内での検討により､細胞密度､細胞外空間などの原因が報告されているが､各々
の因子の寄与の詳細は明らかではない｡本研究では､培養腫癌細胞であるRamos細胞
をゲランジェムを用いて封入したバイオフアントムにおけるADC値を臨床用 1.5Tの
MRI装置を用いて測定し､その変化おけるメカニズムを検討した｡バイオフアントム
のADC値は細胞密度の増加に伴って直線的に低下し､細胞間距離が 4pm 以下になる
と細胞外空間における水の拡散制限の影響によりADC値はさらに低下した｡膜構造を
破砕した細胞のADC値は､正常細胞より上昇し､細胞におけるADC値の65%は細胞
膜構造に起因し､35%は細胞内成分によると計算された｡またアポ トー シス誘導細胞の
バイオフアントムには小粒子が細胞間に入り込みことで細胞密度を低下させると同時
に､細胞外空間を分断し､ADC値は同密度の正常細胞と比較して著明に低下した｡
論 文 事 査 結 果 の 要 旨
MR】による拡散髄鞘画像から得られる見かけの拡散係数 (apparentdiffusion
coefficient:ADC)は鷹番組織において低下し,近年鹿癌診断で用いられている.坐
体内での検討により,腰痛組鰍 こおけるADC低下の原因として細胞密度,細胞外空間
などが考えられているものの･各々の因子が独立して検討されているものではなかっ
た｡本研究では､バーキットリンパ腫細胞株であるRa皿OS細胞,同細胞をリツキシマ
ブ処理しアポ トー シスを誘導した細胞および同細胞を超音波処掛こより破砕した細
胞を,任意の細胞密度が調整可能な特殊なゲルであるゲランジェムに封入した上で,
それぞれのADC値を臨床馴 R】装置により測定したものである｡その結果,ADC噂は
細胞密度の増加に伴い減少し･さらに4Lln以下の細胞外空間では拡散制限によりADC
値は急激に減少すること,ADC値の65%が細胞の膜構造に,35%が細胞内成分によって
作り出されることなどが明らかとなった｡
これらの研究は,ADC値に影響をおよぼす因子について細胞密度などの役割を明確
にし･魔境診断に理論的根拠を与えた点に閑し重要な知見を得たものとして､価値あ
る業績であると認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると寵める｡
